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 平 成 30年 第 ２ 回 伊 佐 市 議 会 定 例 会 の 開 会 に あ た り 、報 告

第 １ 号 か ら 報 告 第 ３ 号 ま で の ３ 件 に つ い て 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

 報 告 第 １ 号「 平 成 29年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 予 算 繰 越 明 許 費

繰 越 計 算 書 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、菱 刈 庁 舎 管 理 事 業 、経 営 体 育 成 交

付 金 事 業 、治 山 事 業 、市 道 維 持 管 理 事 業 、一 般 管 理  道 路

新 設 改 良 、過 疎 債・路 線 整 備 事 業 、浸 水 対 策 道 路 整 備 事 業 、

公 営 住 宅 管 理 事 業 、 以 上 ８ 事 業 の 総 額 ３ 億 6,6 4 4万 ７ 千 円

の う ち ２ 億 6,8 0 4万 １ 千 円 を 平 成 30年 度 に 繰 り 越 し ま し た

の で 、 地 方 自 治 法 施 行 令 第 146条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 繰 越

計 算 書 を 調 製 し 、 こ こ に 報 告 す る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、報 告 第 ２ 号「 菱 刈 泉 熱 開 発 有 限 会 社 経 営 状 況 」に

つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 第 23期 事 業 報 告 書 の １ ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。当 期 の

概 要 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 平 成 30年 ３ 月 末 の 給 湯 先 件 数 は 、 前 期 末 と 変 わ ら ず 16

件 で 、 給 湯 量 は 、 前 期 末 よ り 毎 分 50ℓ 減 の 毎 分 765 ℓ で あ

り ま す 。  

 

 業 績 に つ き ま し て は 、２ ペ ー ジ 以 降 で 説 明 申 し 上 げ ま す 。 

 

 ２ ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。  

 

 ま ず 、資 産 の 部 は 、流 動 資 産 に 預 金 392万 6, 8 3 2円 及 び 売

掛 金 ６ 万 ３ 千 円 の 合 計 398万 9, 8 3 2円 と な り ま す 。負 債 及 び

資 本 の 部 に つ い て は 、流 動 負 債 に 未 払 費 用 13万 円 及 び 未 払
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法 人 税 等 ７ 万 979円 、資 本 金 に 300万 円 、剰 余 金 に 前 期 繰 越

利 益 107万 1, 8 3 4円 、 当 期 純 損 失 28万 2,9 8 1円 の 合 計 398万

9, 8 3 2円 で あ り ま す 。  

 

 次 に ３ ペ ー ジ の 損 益 計 算 書 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。 

 

 営 業 損 益 の 部 の 売 上 高 は 、旅 館 等 に 給 湯 し て い る 湯 料 で

203万 8, 8 0 0円 で あ り 、こ れ か ら 売 上 原 価 201万 1, 5 7 3円 及 び

一 般 管 理 費 2 3 万 9 , 3 8 8 円 を 差 し 引 い た 営 業 損 益 は  

21万 2, 1 6 1円 の 赤 字 に な り ま す 。  

 

 こ の 営 業 損 益 に 営 業 外 収 益 を 加 え た 経 常 利 益 は  

マ イ ナ ス 21万 2, 0 0 2円 と な り 、 こ れ か ら 法 人 税 及 び 住 民 税

等 ７ 万 9 7 9 円 を 差 し 引 い た 当 期 利 益 は 、 マ イ ナ ス  

28万 2, 9 8 1円 と な り 、 前 期 繰 越 損 益 を 加 え た 当 期 未 処 分 利

益 は 、 78万 8, 8 5 3円 で あ り ま す 。  

 

次 に ４ ペ ー ジ の 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 に つ い て 説 明 申 し

上 げ ま す 。  

 

 資 本 金 は 、伊 佐 市 と 菱 刈 鉱 山 が 30株 ず つ の 計 60株 保 有 し

て お り ま す 。 一 株 ５ 万 円 で あ り ま す 。  

 

  繰 越 利 益 剰 余 金 の 当 期 末 残 高 は 78万 8,8 5 3円 、 株 主 資

本 合 計 及 び 純 資 産 の 当 期 末 残 高 は 、378万 8, 8 5 3円 と な り ま

す 。  

 

 次 に 、 第 2 4期 事 業 計 画 書 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 売 上 高 は 204万 ５ 千 円 を 見 込 ん で お り ま す 。  

 

 原 価 計 は  20 1万 ３ 千 円 、 一 般 管 理 費 は 25万 円 、 営 業 利

益 は マ イ ナ ス 21万 ８ 千 円 と な り 、こ れ に 法 人 税 及 び 住 民 税
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等 ７ 万 １ 千 円 を 差 し 引 い た 当 期 利 益 は マ イ ナ ス  

28万 ９ 千 円 を 見 込 ん で お り ま す 。  

 

 今 後 も 厳 し い 経 営 が 予 想 さ れ ま す が 、引 き 続 き 経 費 の 一

層 の 節 減 を 図 る よ う 努 め て ま い り ま す 。  

 

次 に 、 報 告 第 ３ 号 「 専 決 処 分 の 報 告 」 に つ い て 説 明 申 し

上 げ ま す 。  

 

報 告 第 ３ 号 に つ き ま し て は 、 伊 佐 市 菱 刈 川 南 9 9 7番 ２  

付 近 （ 鵜
う

泊
どまり

橋
ばし

） に お い て 、 道 路 作 業 員 が 除 草 作 業 中 に 後

方 か ら 来 た 相 手 方 車 両 に 気 付 か ず に 、作 業 員 の 操 作 す る 草

刈 機 と 車 両 が 接 触 し た こ と に よ り 、車 両 を 損 壊 し た も の で 、

損 害 賠 償 の 額 及 び 和 解 の 内 容 と い た し ま し て は 、事 故 の 過

失 割 合 は 、 市 を 100パ ー セ ン ト 、 相 手 方 を ０ パ ー セ ン ト と

し 、 市 は 相 手 方 に ９ 万 3,0 9 0円 を 支 払 う こ と を も っ て 、 以

後 市 と 相 手 方 の 双 方 は 、本 件 事 故 に 関 し 異 議 を 申 し 立 て な

い こ と を 確 約 す る も の で あ り 、 地 方 自 治 法 第 180条 第 １ 項

の 規 定 に よ り 、 市 長 の 専 決 事 項 に 指 定 さ れ た １ 件 100万 円

以 下 の 損 害 賠 償 の 額 の 決 定 及 び 和 解 に 関 し 専 決 処 分 し た

も の で 、同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で あ り ま す 。 

 

な お 、損 害 賠 償 の 額 に つ き ま し て は 、公 益 社 団 法 人 全 国

市 有
しゆう

物 件
ぶっけん

災 害 共 済 会 か ら 全 額 補 填 さ れ て お り ま す 。  

 

 以 上 で 報 告 ３ 件 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

    

    

――――――――――――    降降降降    壇壇壇壇    ――――――――――――    
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 議 案 第 32号 及 び 議 案 第 33号「 専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ

と 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 議 案 第 32号 は 、「 伊 佐 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 」 を 専 決 処 分 し た も の で あ り ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、「 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 」、「 地 方 税 法 施 行 令 等 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 」、「 地 方

税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 う 関 係 政

令 の 整 備 等 に 関 す る 政 令 」、「 地 方 税 法 施 行 令 の 一 部 を 改

正 す る 政 令 」、「 地 方 税 法 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 」

及 び「 地 方 税 法 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 」が ３ 月 31

日 に 公 布 さ れ た こ と に 伴 い 、固 定 資 産 税 の 平 成 30年 度 評 価

替 え に 際 し 、負 担 調 整 措 置 を ３ 年 延 長 す る こ と 、た ば こ 税

の 税 率 を ３ 段 階 で 引 き 上 げ る こ と な ど の 所 要 の 改 正 を 行

っ た も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、議 案 第 33号 は 、伊 佐 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 」 を 専 決 処 分 し た も の で あ り ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、「 地 方 税 法 施 行 令 等 の 一 部 を 改 正

す る 政 令 」が ３ 月 31日 に 公 布 さ れ た こ と に 伴 い 、課 税 限 度

額 の 引 き 上 げ 及 び 減 額 措 置 に 係 る 軽 減 判 定 所 得 の 算 定 額

を 変 更 す る 改 正 を 行 っ た も の で あ り ま す 。  

 

 以 上 ２ 件 に つ い て は 、特 に 緊 急 を 要 す る た め 、議 会 を 招

集 す る 時 間 的 余 裕 が な い こ と が 明 ら か で あ る と 認 め た の

で 、 地 方 自 治 法 第 179条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 専 決 処 分 し

た も の で 、同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、こ れ を 報 告 し 、承 認

を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、議 案 第 34号「 平 成 30年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予 算
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（ 第 １ 号 ）」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、地 域 お こ し 協 力 隊 に 係 る 経 費 の ほ か 、国 、

県 の 補 助 事 業 費 の 内 定 等 に 伴 う 措 置 に つ い て 所 要 の 措 置

を 行 っ て お り ま す 。  

 

補 正 の 主 な 内 容 に つ い て 歳 出 か ら 順 次 説 明 い た し ま す 。 

 

 ま ず 、総 務 費 に つ き ま し て は 、地 域 お こ し 協 力 隊 の 活 動

に 伴 う 経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ 、民 生 費 に つ き ま し

て は 、障 害 者 総 合 支 援 法 の 改 正 に 伴 う シ ス テ ム 改 修 に 要 す

る 経 費 を 新 た に 措 置 し た ほ か 、子 ど も 安 心 医 療 助 成 事 業 の

拡 充 に 伴 う 経 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

 衛 生 費 に つ き ま し て は 、硫 黄 山
いおうやま

噴 火 に 伴 う 川 内 川 水 質 検

査 な ど の 環 境 調 査 に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置 し 、農

林 水 産 業 費 に つ き ま し て は 、県 営 五 反 田 地 区 用 排 水 施 設 整

備 事 業 に 伴 う 市 の 負 担 金 に 追 加 の 措 置 を 講 じ た ほ か 、林 道

山 ノ 神 線 及 び 林 道 西 ノ 山 線 の 工 事 費 に 追 加 の 措 置 を 講 じ

て お り ま す 。  

 

 商 工 費 に つ き ま し て は 、市 街 地 商 店 街 活 性 化 事 業 に 追 加

の 措 置 を 講 じ 、教 育 費 に つ き ま し て は 、市 制 1 0周 年 記 念 式

典 に 要 す る 経 費 及 び 旧 大 口 図 書 館 解 体 に 伴 う 経 費 に つ い

て 追 加 の 措 置 を 講 じ た ほ か 、伊 佐 市 菱 刈 カ ヌ ー 競 技 場 艇 庫

へ の Ａ Ｅ Ｄ
エーイーディー

配 置 に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置 し て

お り ま す 。  

 

 以 上 、歳 出 に つ い て 説 明 い た し ま し た が 、歳 入 に つ き ま

し て は 、分 担 金 及 び 負 担 金 、県 支 出 金 、繰 入 金 及 び 市 債 に
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増 額 の 措 置 を 講 じ 、国 庫 支 出 金 及 び 諸 収 入 に 減 額 の 措 置 を

講 じ て お り ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

7,8 7 7万 ３ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ 153億 7, 8 7 7万 ３ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

 こ の ほ か 、地 方 債 に お い て 、公 共 事 業 等 債 及 び 過 疎 対 策

事 業 債 に つ い て 限 度 額 を 変 更 す る 措 置 を 講 じ て お り ま す 。 

 

 次 に 、議 案 第 35号「 伊 佐 市 災 害 被 害 者 に 対 す る 市 税 の 減

免 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」の 制 定 に つ い て 説

明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、農 業 災 害 補 償 法 の 一 部 を 改 正 す る

法 律 の 施 行 に 伴 い 、「 農 業 災 害 補 償 法 」 の 題 名 が 「 農 業 保

険 法 」に 改 正 さ れ た た め 、所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま

す 。  

 

次 に 、議 案 第 36号「 伊 佐 市 要 保 護 児 童 対 策 協 議 会 設 置 条

例 を 廃 止 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 本 件 に つ き ま し て は 、国 の 示 す「 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協

議 会 設 置・運 営 指 針 」基 準 に 対 応 す る た め 、本 条 例 を 廃 止

す る も の で あ り ま す 。  

 

 な お 、「 伊 佐 市 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 設 置 要 綱 」 を

別 に 定 め る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 37号「 伊 佐 市 乳 幼 児 医 療 費 助 成 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、乳 幼 児 医 療 費 の 助 成 に つ い て 、住
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民 税 非 課 税 世 帯 の 未 就 学 児 を 対 象 に 、医 療 機 関 等 の 窓 口 に

お け る 自 己 負 担 金 を 無 く す 制 度 を 県 内 の 全 市 町 村 に お い

て 実 施 す る た め 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 38号「 伊 佐 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 の 機 能 ・

体 制 強 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、新 た に 被 用 者 保 険 等 の

保 険 者
ほけんじゃ

代 表 委 員 を 加 え る た め に 所 要 の 改 正 を 行 う も の で

あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 39号 「 伊 佐 市 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び 特 定

地 域 型 保 育 事 業 の 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、「 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び 特 定 地

域 型 保 育 事 業 の 運 営 に 関 す る 基 準 の 一 部 を 改 正 す る 内 閣

府 令 」の 施 行 に 伴 い 、引 用 し て い る 条 項 に ず れ が 生 じ た

こ と か ら 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 40号「 伊 佐 市 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 の 設

備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、「 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 の 設 備

及 び 運 営 に 関 す る 基 準 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 」の 施 行 に 伴

い 、放 課 後 児 童 支 援 員 の 資 格 要 件 の 拡 大 す る こ と な ど の 所

要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 41号「 伊 佐 市 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業 の
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人 員 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 支 援 等 に 係 る 介 護 予 防

の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。 

 

 本 件 に つ き ま し て は 、「 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業 の 人

員 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 支 援 等 に 係 る 介 護 予 防 の

た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 の 一 部 を 改 正 す

る 省 令 」の 施 行 に 伴 い 、公 正 中 立 な ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 確

保 や 医 療 と 介 護 の 連 携 の 強 化 な ど の 改 正 規 定 に つ い て 対

応 す る た め 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

 

 以 上 、議 案 1 0件 に つ い て 説 明 い た し ま し た が 、よ ろ し く

ご 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

――――――――――――    降降降降    壇壇壇壇    ――――――――――――    

 

 


